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研究成果の概要（和文）： 
 本研究が課題としてきたのは、室町幕府の外交儀礼と唐物文化に関する基礎的な蒐集と
検討とである。研究の成果は、10 本以上の学術論文のほか、2 冊の一般書に結実し、その
成果を広く江湖に問うことができたと考える。いずれも、狭義の外交史に閉じこもるもの
ではなく、表象文化論や政治史、流通経済史などへの架橋を積極的に試みた論著である。 
 研究課題の前者（外交儀礼論）について言えば、室町殿が行なった外交儀礼を、関連史
料の厳密な史料批判や、朝鮮・琉球などとの比較検討をもとに厳密に検討・復元した。 
 また、研究課題の後者（唐物の政治文化論）に関しては、生糸や絹織物、書画典籍とい
った文献史料中の唐物を蒐集したほか、それぞれのもつ文化的表象性を剔抉していった。 
 以上により、外交史と国内史とを単に短絡させるのでも、またまったく異質のものとし
て峻別するのでもなく、両者の接点を冷静に見通す縁が得られたといえるだろう。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The main problem of this research is fundamental collection and inspections on a 
historical report and material about the culture of "Chinese" things and diplomatic 
protocol of the Muromachi shogunate. About 10 articles were published in the 
professional journals and also a few enlightenment books for public were issued. All 
essays were written by composite view of culture and representation, political history, 
economic history, and so on.  

I think that this research on both diplomatic protocol and “Chinese” things in 
Muromachi Japan succeeded in making a small bridge which connects diplomatic 
history and domestic one. 
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１．研究開始当初の背景 
室町時代の将軍権力が足利義満の段階で

頂点に達し、天皇を凌駕していたことは周知
の通りである。とりわけ、義満が天皇の位を
「簒奪」し、息子の義嗣を天皇としようとし
ていたと見る佐藤進一氏や今谷明氏は、「皇
位簒奪」後の権威付けを、明皇帝の「日本国
王」冊封に求めた。こうした見方は、対外関
係史を国内政治史に本格的に接続させよう
とした点で高く評価できるが、その接続のさ
せ方が短絡的だという難点も指摘せざるを
えない。ただし、義満が「皇位簒奪」を計画
していたとする説については、2013 年春現
在、否定的見解の方が圧倒的に優勢である
（研究代表者＝橋本もその立場に立ってき
た）。 
また一方で、田中健夫氏らの対外関係史研

究者により、義満以下の室町殿が冊封された
ことに対しては幕府周辺でも批判が強く、そ
のためもあって歴代室町殿は国内向けに「日
本国王」号を自称したことはないこと、そし
て室町幕府権力は内向け（将軍権力）と外向
け（「国王」政権）の二重構造を採っていた
と見るべきことが強調されてきた。この指摘
はおおむね正しいと考えるが、「二重構造」
と寸断して満足するのではなく、やはり「内
向け」と「外向け」の両者の回路や接点こそ
を明らかにせねば、上記の佐藤・今谷説の検
証や批判は不可能であろうと思われる（拙稿
「室町幕府外交は王権論といかに関わるの
か？」2000 年）。 
また、足利義満が前代以来、手元に集積し

てきた美術品や、さかんに行なった日明貿易
のなかで獲得したものを含む「唐物（ｶﾗﾓﾉ）」
（中国・朝鮮・南蛮からの舶来品）が、どの
ような政治的イメージを振りまいていたの
かという問題も重要である。これについては、
もっぱら美術史研究の領分であった。ところ
が、近年の当該研究を見てみると、文献史学
でも近年批判が相次いでいる上記の今谷明
説（「室町の王権」論、つまり「室町殿＝日
本国王」論）を継受して、唐物や唐絵を冊封
関係（「日本国王」冊封）と直結させて理解
してしまう傾向が散見される。唐物のとらえ
方についても、根本的な再考が必要となって
きているのである。 

 
２．研究の目的 
そこで本研究課題では、本来「外」から規

定されているはずの外交儀礼（冊封儀礼な
ど）が日本国「内」ではどのような変容を見
せていたのか、「外」から来た唐物（ｶﾗﾓﾉ；
高級舶来品）が「内」においてどのような表
象的価値を有していたのか、という問題を考
究する。それにより、「内」と「外」とをつ
なぎ、あるいは比較対照し、「国内史」と「対

外関係史」とを等身大の形でつなげていくこ
とを目的とする。 
そのために、本研究課題では、二つの柱

（（１）・（２））を設定する。 
（１）比較外交儀礼論 
これまで村井章介氏らによって注目され

てきたように、義満が「衆人環視のもと」冊
封儀礼を挙行し、冊封の事実をアピールした
ことが推察されている。ところが、その典拠
史料（『満済准后日記』）には、その冊封儀礼
に誰が参列し、どのように国内に受け止めら
れたかについての記載はなく、どの程度アピ
ールされたかまでは分からなかった。そこで
申請者は、「宋朝僧捧返牒記」（宮内庁書陵部
蔵）を用い、義満の冊封儀礼の実態に初めて
迫った（拙稿「室町日本の対外観」2008 年）。
それによれば、参列者は日頃から義満に昵懇
な公家や僧侶など 30 名ほどであり、守護大
名や京都五山僧すら含まない、ごく内輪のグ
ループであった。そして、さらに重要なこと
に、義満が北山殿で行なった冊封儀礼のあり
方は、大枠が明側の賓礼規定（「蕃国迎詔儀」
『大明集礼』等）に則っているものの、装束
や拝礼回数、会場の造作などではかなりの逸
脱が見られた。つまり、義満は単純素朴に明
皇帝の「臣下」に成ったわけではなく、自分
なりにアレンジして、明側の規定を逸脱して
冊封儀礼を挙行し、尊大な態度を採っていた
のである。 
このように、冊封儀礼のあり方一つ採って

も、従来言われてきたような義満の外交イメ
ージは再考の余地がある。こうした義満のア
レンジが、彼独特のものであったのか、他の
室町殿や、他の時代、国家・政権等において
はどのようなものであったのかが、大きな論
点となってこよう。 
 （２）唐物の政治文化論 
足利将軍家に集積された「唐物（ｶﾗﾓﾉ）」

が、どのような政治的イメージを有していた
のか、それが結果的にどのような権威や権力
を室町殿に付与したのか、という問題をおも
に取り扱う。 
唐物や唐絵を冊封関係（「日本国王」冊封）

と直結させて理解してしまうという従来の
研究の難点は、乱暴にまとめると、唐物の優
品により、天皇やその伝統的権威のヴェール
を圧倒しようとしたという理解にもとづく。
だが、アイテムとしての唐物と、現実の国際
関係としての冊封関係とを短絡させること
には無理もあるほか、そもそも伝統的と言わ
れる天皇家の権威や文化すら、室町期には揺
れ動いていた。すなわち、いま一度、史料に
即して、唐物の国内での扱われ方を明らかに
し、政治文化論を再構築していくことが必要
であろう。日明貿易やそれ以前に集積された
室町殿コレクションの唐物が、どのような中



国イメージを振りまき、為政者層のなかに位
置づけられていったのかを探りたい。 
 
３．研究の方法 
（１）比較外交儀礼論 
室町期の日明間における外交儀礼の研究

がようやく解明されつつあるとはいえ、実際
にはそれはまだ着手されたばかりである。現
段階では、さらにそれぞれの儀礼研究を深め、
また外交儀礼のサンプルデータを増やして
いくことが必要である。  
こうした研究を進めるなかで、ようやく、

日明間外交儀礼を比較の定点として、対朝鮮
使節、対琉球使節に対する外交儀礼の解明を
進めることが可能となるだろう。外交儀礼や
贈答品、外交文書の詳細な分析について、研
究代表者＝橋本もこれまである程度検討し
てきたのだが、それを比較史的観点から緻密
かつ総合的に探ることが求められる。 
また、明代中国の外交儀礼（賓礼）に関す

る基本史料は、言うまでもなく、正徳年間・
万暦年間のそれぞれの『大明会典』であるが、
さらにそれを遡る明初の『大明集礼』（朝鮮
本：早稲田大学図書館蔵（Web 上に全頁掲載））
や、あるいは明末に編纂され、具体的な事例
が加味されている『礼部志稿』（四庫全書珍
本）も非常に重要である。こうした基本史料
から外交儀礼関係記事を抽出することが最
初の作業である。とくに『礼部志稿』掲載の
記事は、『明実録』や『皇明経世文編』など
とも突き合わせねばならない。 
明代の政治制度が前代のモンゴル元朝か

ら非常に大きな影響を受け、継受している要
素が少ないことは兼ねて指摘されている。よ
って、とくに明初の外交儀礼（賓礼制度）を
考察するためには、モンゴル時代の状況を知
ることも必要である。あるいはさらに遡って
宋代や隋唐代の賓礼規定との比較も、時間の
許す限り、課題として認識しておきたい。 
また、朝鮮や琉球の賓礼規定の分析および

相互比較も重要なテーマである。近年の朝鮮
史では、外交儀礼や外交制度、外交文書に関
する研究が進んでおり、そうした成果を参照
しつつ、『朝鮮王朝実録』等にみられる冊封・
朝貢・遙拝関連の記事を蒐集・分析していく
ことが可能かつ必要であろう。 
他方、琉球王国における外交儀礼（賓礼）

規定については、現実の外交儀礼の場面につ
いてはそれほど詳細な研究はなされていな
いように思う。明朝の冊封使が記した数種の
『使琉球録』が主な検討材料となるであろう。
明朝からの優遇は朝鮮に次ぐものとされ、琉
球王国は、むしろ積極的に明朝中国の国際秩
序理念を受け容れていったと見られるが、そ
れを具体的に検証するのが重要な課題とな
る。 
（２）唐物の政治文化論 

先述の通り、この分野は美術史が先駆的な
研究成果を挙げている。その成果を批判的に
摂取しながら、文献史料との徹底的な突き合
わせ作業を行ない、判明する限りの室町殿コ
レクションのデータベース化を行ないたい。 
そしてそれをもとに、コレクションの個別

的かつ総体的な把握、その特性や表象性の究
明に挑みたい。とくに、所期の目的である、
唐物のもつエキゾティシズムが、現実の国際
関係とどのように関係するのか（あるいは関
係しないのか）、冷静に見極め、政治文化論
として昇華させていきたい。 
［主な参考文献（研究代表者以外の研究）］ 
根津美術館・徳川美術館『東山御物』（展

覧会図録）1976 年；徳川美術館『室町将軍家
の至宝を探る』（展覧会図録）2008 年；佐藤
豊三「将軍家御成について」(1)～(3)（『金
鯱叢書』１～３号、1974～76 年）；中村秀男
「『御物御画目録』の撰者能阿弥に関する一
考察」（『東京国立博物館紀要』７号、1962
年）；川上貢『日本中世住宅の研究〔新訂〕』
中央公論美術出版、2002 年；畑靖紀「室町時
代の南宋院体画に対する認識をめぐって」
（『美術史』156 冊、2004 年）；島尾新「会所
と唐物」（『中世の文化と場』東京大学出版会、
2006 年）；桑野栄治『高麗末期から李朝初期
における対明外交儀礼の基礎的研究』（科研
費報告書、久留米大学文学部、2004 年）；木
村拓「15 世紀朝鮮王朝の対日本外交における
図書使用の意味」（『朝鮮学報』191 輯、2004
年）；木村拓「17 世紀前半朝鮮の対日本外交
の変容」（『史学雑誌』116 編 1 号、2007 年）；
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林、1999 年；豊見山和行『琉球王国の外交と
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４．研究成果 
 本研究が主たる課題としてきたのは、室町
幕府の外交儀礼と唐物文化に関する基礎的
な蒐集と検討とである。 
研究の成果は、学術論文約 10 編のほか、

一般向けの著書『偽りの外交使節――室町時
代の日朝関係』（2012 年）および同『"日本国
王"と勘合貿易』（2013 年）に結実し、その成
果を広く江湖に問うことができたと自負し
ている。いずれにおいても、狭義の外交史に
閉じこもることなく、表象文化論や政治史、
流通経済史などへの架橋を積極的に試みた。 
 研究課題の前者（（１）比較外交儀礼論）
について述べれば、足利義満以下の室町殿
（幕府首長）が行なった外交儀礼を、関連史
料の厳密なテキストクリティークや、朝鮮・
琉球など他国における外交儀礼との比較検
討をもとに、ある程度復元することができた
と考えている。ただし、各国各地域における
明朝中国とのあいだに行なわれた賓礼の研
究は不十分に終わり、今後の課題として残さ



れた。前後の時代における東アジア（東ユー
ラシア）地域の外交儀礼との比較も不十分に
終わっており、これも宿題とせざるをえない。 
 また、研究課題の後者（（２）唐物の政治
文化論）に関しては、生糸や絹織物、書画典
籍といった文献史料中の唐物を蒐集したほ
か、それぞれのもっていた文化的表象性を剔
抉することを試みた。最終段階で本格的な検
討に入ることができた新しい題材に、「生き
た唐物」というべき動植物の輸出入という問
題がある。これは、ときに書画典籍以上に雄
弁に、国際関係上の優位劣位を物語るアイコ
ンとして位置づけられていた。その背後にあ
る中国古典の「謂れ」を探り当て、研究を積
み重ねていくことが今後必須の課題となる
だろう。 
 以上、本研究における外交儀礼論と唐物論
とにより、外交史と国内史とを単に短絡させ
るのでも、またまったく異質のものとして峻
別するのでもなく、両者の接点を冷静に見通
す縁が得られたといえるのではなかろうか。 
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